
1 番 7 番 13 番
2 番 8 番 14 番
3 番 9 番 15 番
4 番 10 番 16 番
5 番 11 番
6 番 12 番

開会 10:00
閉会 11:15

市川　聖母 出席 横田　保江 出席 中村　忠士 出席
吉田　和行 出席 田村　秀男 出席 佐藤　初雄 出席
髙橋眞結美 出席 小椋　哲也 出席 戸田　憲悦 出席
伊勢　　徹 出席 外山　浩司 出席 西原　　浩 出席
貞宗　拓雄 出席 今西　和雄 出席
宮越　正人 出席 松 　政勝 出席

町長 副町長 教育長 代表監査委員
曽根　興三 欠席 浦山　吉人 出席 相澤　要 出席 竹中　　仁 欠席

選挙管理委員長 農業委員会会長
永田　雅夫 欠席 信夫　重勝 欠席

総務部長 福祉部長 産業振興部長 保健生活部長
伊藤　輝幸 出席 干場　みゆき 出席 佐々木　栄典 出席 小川　信明 出席

建設水道部長 教育部長 病院事務長 会計管理者
外石　昭博 出席 宮本　栄一 出席 三戸　俊人 出席 入倉　伸顕 出席

農業委員会事務局長 監査委員事務局長 総務部次長兼総務課長 保健生活部次長兼町民課長

川畑　智明 出席 竹中　利哉 出席 寺尾　真太郎 出席 谷村　将志 出席
保健生活部次長兼保健課長 産業振興部次長兼水産みどり課長 建設水道部次長兼管理課長 建設水道部次長兼上下水道課長

千葉　宏 出席 小野　武史 出席 田畑　直樹 出席 新堀　光行 出席
生涯学習センター長兼中央公民館長

福原　義人 出席
情報広報課長 総合政策課長 財政課長 税務課長

山田　哲哉 出席 松本　博史 出席 角川　具哉 出席 松田　勝広 出席
防災・基地対策課長 西春別支所長兼西公民館長 尾岱沼支所長兼東公民館長 福祉課長

岩口　裕昭 出席 小村　茂 出席 大坂　恒夫 出席 石戸谷　友絵 出席
介護支援課長 老人保健施設事務長 生活環境課長 農政課長

高橋　勇樹 出席 渡辺　久利 出席 上田　健一 出席 皆川　学 出席
商工観光課長 建築住宅課長 事業課長 上下水道課技術長

掘込　美穂 欠席 廣島　静治 出席 佐竹　和仁 出席 袴田　充輝 欠席
病院事務課長 学務・スポーツ課長 学校教育課長兼給食センター長 指導参事

木　直人 出席 斎藤　陽 出席 池田　卓也 出席 瀬川　航平 欠席
生涯学習課長 図書館長ほか

木戸口　誠 欠席 堺　啓 出席
事務局職員 事務局長 干場　富夫 事務局主幹 木幡　友哉 合計 2名

一般 0名 議会モニター 0名 議会サポーター 0名
報道関係者 0名 合計 0名

第3回予算決算審査特別委員会　要点記録
開閉会日時 令和6年9月11日

水曜日 会議場所 別海町議会
議場

議員の出欠

理事者
機関の長等

傍聴者数

出
席
説
明
員

幹部職員

課長職
ほか



第3回予算決算審査特別委員会　要点記録

 10:00　開会
 開会挨拶
 出席委員16名、欠席委員0名、会期1日
 令和6年度別海町一般会計補正予算
 歳入　区分項ごとに審査する。
 歳入質疑なし。
 歳出　区分項ごとに審査する。

項）総務管理費　目）企画費　　
事業名）域内循環拠点維持・確保緊急対策事業　46,000千円

①令和6年度の進捗状況。
②補正額46,000千円の積算根拠。
①令和6年度の進捗状況は、現在のところ延べ14件の申請、総額で7,521万2,000
円の執行額。
②執行残は7,478万8,000円で、現在、申請の相談を受けている案件の総額が約1
億2,000万円となっており、その不足見込みとなる4,600万円を今回増額補正として
要求している。
①滞在施設、加工施設に区分されているが、申請内訳として、滞在施設、加工施設
それぞれ何件ずつか。
①全て滞在施設となっている。
項）総務管理費　目）企画費　　

事業名）地域おこし協力隊推進事業（フリーミッション）　25,800千円
①令和6年度の進捗状況。
②補正額25,800千円の積算根拠。
①令和6年度の進捗状況は、当初予算で10人分のフリーミッション型の協力隊の予算
を要求してたが、年度当初から従事している4名の方に加えて、既に5名の方が着任あ
るいは内定となっており、残り1枠について、現在も募集をかけているところだが、このフリ
ーミッションには応募が大変殺到している状況。
②新たに10人の隊員、活動期間を10月以降、6か月間と想定しており、積算根拠は
月額43万円の委託料に対して6か月分、1人当たり2,258万円となるので、この10人
分で、2,580万円を今回増額補正として要求している。
項）総務管理費　目）企画費　　

事業名）協働のまちづくり推進事業　3,830千円
①補正額3,830千円の補助区分ごとの見込み件数等の積算根拠。
①当初予算の330万円のうち、現在5件の申請を採択しており、その結果、残額が67
万円ほど生じている。
　この残額と補正の増額を加えた金額450万円が、今後の申請見込みとなっており、
区分ごとの件数については、実は昨年度公募型補助金の制度の見直しをしており、
結成間もない団体などに、新たにまちづくりにチャレンジするその準備に支援する、スター
ト応援型補助金は、10分の8の補助率で上限を15万円としているが、この区分につ
いては現在のところ申請がない。
　次に、一定の運営体制が見込まれて、新たに地域づくりにチャレンジする団体に支援
を行う地域づくり型補助金は、10分の10の補助率に拡充しており、上限が50万円と
なっているが、この区分は、現在相談を受けている案件が6件ほどあり、人気の多い区
分でもあるので、1件の追加分も見込み、最大50万円掛ける7件の350万円を見込
んでいる。
　最後に、公募型補助金による、活動を広く地域の方に知ってもらい長く活動していた
だきたいという自治推進委員会からの要望を受けて新たに設けた、地域リーダー協働

会議に付した事件及び会議結果など
発言者 会議経過

委員長 8番 田村

委員長 8番 田村

委員長 8番 田村
委員長 8番 田村
委員 13番 中村

総合政策課長 松本

委員 13番 中村

総合政策課長 松本
委員 13番 中村

総合政策課長 松本

委員 2番 吉田

総合政策課長 松本



第3回予算決算審査特別委員会　要点記録
型補助金は、地域の模範となるような協働のまちづくりの事業が、その継続を強く期待
される団体に交付するものであり、10分の10の補助率で上限100万円となっている。
この部分は現在、1件の相談があることから補助上限の100万円見込んでおり、合計
で450万円として積算して今回要求をしている。
項）総務管理費　目）企画費　　

事業名）移住定住促進事業　383千円
①令和6年度の進捗状況。
②補正額383千円の積算根拠。
①移住定住促進事業の実績は、まず視察について、これまで5月に札幌において全道
の移住定住担当の職員が集まる会議があり、こちらで先進的な自治体との顔合わせ、
人脈づくりを行っている。
　また今月は、福岡県博多市における移住交流フェアに参加をし、本町のＰＲを行っ
ており、同時に、ふるさと納税の受入れが大変多く、これまで高い移住実績を上げてい
る宮崎県都城市に先進地視察を行っている。
　続いて、お試し移住住宅についての実績は、今年度はこれまで8組27名の受入れを
行っており、今後3組6名の受入れを予定している。合計で11組33名の実績となって
いる。昨年度の8組18名と比べると大幅に利用が促進されている状況。
　空き家バンクについては、3件の空き家が登録され2件の成約に至っている。
②補正増額の積算根拠については、今年度残り1回の先進地視察を予定していたが、
昨今の宿泊費などの高騰もあり、執行見込額を精査し、不足が見込まれる6万7,000
円の普通旅費の増額と、視察時にレンタカーを使用する必要が生じたために、自動車
借上料として1万6,000円の増額、そして最後に、空き家バンク利用促進補助金につ
いて、先ほど申し上げた2件の成約により当初予算の残額が僅かとなっていることから、
空き家バンクの今の登録数と今後の登録見込みを考え、最大3件の補助申請を想
定し、その見込額として30万円を増額するもの。
項）総務管理費　目）企画費　　

事業名）地域おこし協力隊推進事業（調理人材）　10,320千円
①事業内容。
②10,320千円の積算根拠。
①事業内容は、全道各地で飲食店の減少による地域の疲弊を予防するため、地域お
こし協力隊の任用によって飲食店の事業継承であるとか、あるいは空き店舗対策など
に取り組んでいる自治体が増えてきている。
　これを参考に、本町においても町内の現況を鑑みた際、飲食店を維持する必要もあ
り、集客や、あるいは行政サービスの担い手として、広い分野で調理人材の確保が急
務と考えている。
　中でも飲食店については、廃業されていたり、あるいは廃業の予定が既に周知されて
いたり、あるいは物価高騰や人材不足でもう続けられないという悲鳴のような声も寄せ
られているところ。
　今後飲食店を地域に残すためにも、調理人材の確保が急務と考え、今回事業を計
画させていただいた。
②続いて積算根拠だが、月額43万円で、フリーミッション型と同様に10月以降、最大
6か月間、4名の任用を想定しており、合計で総額1,032万円としている。
①町内の飲食店の状況については、深刻で何とかそれを再興させていきたいという思い
だと思うが、そういう深刻さは前々から分かってたことでありながら、当初予算で出てこず
補正予算で出てきた事情をお聞きしたいということと、もう1点、具体的にどうやって育成
するのか教えてほしい。
①昨年度、協力隊さんに御協力いただき宿泊業はヒアリングに回っていた。
　そのときには商業を回るだけの余裕がなかったが、おっしゃるとおり、商業もかねてから
深刻であったと思っている。

委員 13番 中村

総合政策課長 松本

委員 13番 中村

総合政策課長 松本

委員 13番 中村

総合政策課長 松本



第3回予算決算審査特別委員会　要点記録
　今年度に入り、コロナ禍以降、最も深刻な打撃を受けているのが宿泊業と飲食業で
あることが分かっており、加えて今年度総合計画の見直しによって、町民アンケートを
行ったところ、町民が行政に課題解決を求めている分野が、商店街の活性化だった。
　このため、当初予算で要求して人材育成されても、実際に効果が出てくるところが2
年後、3年後と考えるので、現在、急務な案件だと考えている。
　また、育成方法については、適当な形を想定しておらず、先進事例でいうと、東川町
は、福祉人材を育成するために、例えば1年目は町内に拠点を設けて、資格職を養
成する学校で勉強を行い、2年目については、福祉施設の現場で研修なども行いなが
ら、しっかり3年間のプログラムを組んで20名の協力隊を募集している。
　このようなことから、本町も、例えば調理専門学校などと提携して、一定のスキルのあ
る方の確保に努めて、ニーズを調査し、町内の飲食店一つということにならないので、
幾つかの飲食店に派遣をさせていただきながら、その中で、協力隊が店主の方の声を
聞いたりしながら、事業承継される希望があれば、1番望ましいと思っている。白糠町で
そういう事例が最近あったので、様々な先進事例を参考にプログラムをきちんと組んで
やっていきたいと考えている。
①公募して聞き取りしながら4名を決定していくと思うが、公募の方法について聞きたい
ということと、やらなければならないと思ったら即実行っていうことでいいと思うが、内容を
聞いたら大変重要な事業になると理解した。
　ただ、地域おこし協力隊の推進事業については非常に多岐にわたっており、町民がな
かなか全容がつかみ切れないとか、何をやってるんだとか、そういった理解不足あるとも
思うが、町民の皆さんにしっかり理解してもらうということについての考え方をお知らせい
ただきたい。
①公募の方法については、これまでの地域おこし協力隊推進事業の計画と同じように、
転職サイトなどを活用して、調理人材の募集ということを鮮明にして応募をかけていく予
定。
　周知については、副町長、総務部長からも大変強く言われており、最近であれば、
noteと呼ばれるSNSツールで協力隊の方が自分が一体何をやっているのか、また、移
住してきて何を感じているのかということを率直に発信してもらっている。また、その情報
が更新されたら、公式ＬＩＮＥでも発信している。
　総務課にも、地域の方から年に1回ぐらい活動報告会等を開けないかという声が寄せ
られているので、検討していかなければと考えているところ。
項）総務管理費　目）企画費　　

事業名）水道料減免分繰出事業　122,400千円
①一般企業等並びに農業者支援対策として11月から1月までの3か月間の水道料
金を全額免除するための事業となっているが、免除期間を3か月とした根拠。
①前回国の交付金などを活用し、水道料金の減免を行った際にもその対象期間の議
論はしていたところ。
　その際一つの指針になるのが、営農用や牧場の水道料金の検針は、毎月行ってお
らず、3か月に1度の区切りで行っていることから、事務手続なども含めて、3か月をまず
一つの対象期間としていた。
　この減免が非常に好評であったということで、今回も3か月の減免により、全ての事業
者を対象にして、まずは、3か月間で実施すれば、一定の効果を得られるだろうと考え
て3か月とさせていただいた。
①3か月、6か月、9か月と、いろいろな案があったと思うが、その判断の分かれ目をお知
らせいただきたい。
①前回酪農だけ6か月としたのは、その当時、国際紛争などの影響もあり、飼料肥料の
高騰などで様々な事業者の中でもとりわけ酪農が厳しいということで、農業だけは6か
月にしたという経緯があるが、今回については、等しく3か月でよいのではないかというこ
と。

委員 13番 中村

総合政策課長 松本

委員 13番 中村

総合政策課長 松本

委員 13番 中村

総合政策課長 松本



第3回予算決算審査特別委員会　要点記録
①農業支援の観点からは、既に報道で承知のとおり、配合飼料価格がまた値上がりし
ており、また、世界情勢による穀物価格の上昇、円安等の影響から、依然として高止
まりしてる状況。
　令和5年度については、生産コスト高に加えて、生産抑制という大変厳しい生産環
境にあったことから、6か月の水道料金の減免を実施したところ。
　令和6年については、昨年、乳価が引上げられたということと、生産抑制から脱却した
ということで、一部上向きとなる様相が見られたので、昨年度の半分の期間となる3か
月の減免により、物価高騰による経営の強化を図っていきたいと考えている。
①状況によって延長される可能性はあるのか。
①例えば、漁業者が対象になっていないということで、不公平感もあるのではというような
考えも出てくると考えているところ。
　秋サケの来遊予想を見ても、非常に厳しくなることが想定され、昨年も秋サケに対し
ては、漁業持続化事業等の中で一定額を助成していたが、それも今後の展開によって
ということになると思うので、総体的に、まずは引き続き必要なものについてはしっかり支
援をしながら、この後の状況を見ながら具体的なことをまた検討していかなければならな
いと考えているところ。
項）総務管理費　目）企画費　　

事業名）水道料減免分繰出事業　122,400千円
①一般企業支援はどのような企業を対象としているか。またその件数は。
②物価高騰対策の水道料減免について一般家庭を対象にしていない理由。
①今回減免対象としているのは事業者全般で、酪農業や水産加工業だけでなく、中
小企業を含めた企業全般にわたり減免をしようとするもの。
　その対象件数は、1か月当たり業務用570件、農用940件、牧場用80件、浴場
用3件の合計1,593件を、現在のところ対象と見込んでいる。
②続いて一般家庭を対象としない理由について、前回の水道料金の減免の際は、コロ
ナ禍による経済的な打撃が広範にわたったということもあって家庭についても支援してい
るが、家庭用の財源だけは、一般財源を持ち出して充当している。
　一般財源の状況については非常に厳しいことから、今回は、物価高騰の影響が経営
に支障が生ずるであろう事業者を対象とした。
　一般家庭に控除の手が差し伸べられていないわけではなく、この事業においては対
象外だが、昨年度来、物価高騰に対して、定額減税であったり、低所得世帯子育て
世帯への給付金の給付であったり、この交付金の活用について、町としてしっかりとその
事務処理に当たっているので、御理解いただきたい。
　また、今回は町長の政策判断ということで、トップダウンでの指示による緊急対策とい
うことについても御理解いただきたい。
項）総務管理費　目）企画費　　

事業名）企業立地・誘致経費　892千円
①具体的な内容は。
①加工場とするため、廃校の視察を何件か受入れしているが、校舎の中が汚いところも
あるので、旧別海中学校の中の清掃委託料として要求している。
項）総務管理費　目）企画費　　

事業名）地域おこし協力隊推進事業（調理人材）　10,320千円
①具体的に、その飲食事業者の個別の状況を把握した上での事業展開なのか。
①全ての飲食店に対してヒアリングを行っているわけではないが、特に地域おこし協力隊
が多く、移住者の方は外食を盛んに行っており、その中で店主の方の声も拾っている。
　総務文教常任委員会の所管事務調査で申し上げたが、総合計画の見直しにおい
ては、地域おこし協力隊が拾ってくる声もしっかりと把握をしたいということを説明をさせて
いただいている。
　その中で飲食店の店主から、働き手がいなくて夜閉まるのも早くなってきているとの声

農政課長 皆川

委員 13番 中村
副町長 浦山

委員 11番 松

総合政策課長 松本

委員 1番 市川

総合政策課長 松本

委員 11番 今西

総合政策課長 松本
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がある。食べに行くところがもうほとんどないだとか、そういった市街地が別海町の中に既
に生じているので、もしかしたら手が遅かったのかもしれないぐらいの状況として認識をし
ているところ。
①資格を持つ人を準備し、手だてができる備えをして、地域の事業者にも伝えながら、
この事業を進めていただきたい。　
①地域通貨の利用に際して、これから協力隊の方が各飲食店を回って地域通貨の説
明とともに、現況の把握を行うということにしているので、10月以降全ての飲食店を対
象に、しっかりヒアリングを行い、事業が精度が高いものになるように努めていきたい。
項）保健衛生費　目）予防費　　

事業名）新型コロナウイルスワクチン接種事業　25,500千円
①今までのワクチンとは違う、レプリコンワクチンと呼ばれるワクチンが一部、入ってくるとい
うことだが、町民に対する周知は、予定しているのか。
①あくまでも、国から指示があった条件のワクチンの購入という形で今のところは考えてい
ると思われるので、今現在で話題になってるものについての使用をどうするのかの判断ま
ではできていない状況。
①恐らくニュースを見て勘違いする町民もいるかと思われるが、別海町ではそのワクチン
ではなく、別な公のＪＮ1ワクチンですよというような、チラシであったりとか、不安を払拭
できるような情報を出すことは今後考えているか。

暫時休憩　10時50分
10時53分　再開

①レプリコンワクチンについては、一部、情報等は得ているが、町内あるいは町外におい
て使用するワクチンにそれを含むワクチンが含まれるかどうかというのは、現在のところ、分
かっていない。
　今後においては、接種体制の維持をしっかりと構築した上で、町民に対し適切な情
報を提供していきたい。
　主たる接種先である別海病院でも、ワクチンの入荷状況等、詳細なこと分かったら、
適宜ホームページ等を活用して情報提供に努めたい。
項）小学校費　目）通学対策費　　

事業名）スクールバス待合所整備事業　1,370千円
①ドライコンテナの購入について、大きさと換気の状況と照明設備の内容を教えてほし
い。
①通常の20フィートと呼ばれるドライコンテナで、イメージとしては、役場敷地内にある備
蓄コンテナと同じ大きさになる。縦6メートル58センチ、横2メートル44センチ、高さ2メー
トル59センチ。
　換気扇と窓を二つ付ける予定。十分程度の待ち時間なので照明はつける予定はな
い。片開きのドアをつけてそこが出入口となる。1メートル80センチ程度の長椅子を二
つ用意する予定。
①ドライコンテナを待合室に導入した経緯を教えてほしい。
①資材の高騰によって新たな待合場を建設した場合と価格は大差がなく、また、今後
待合場設置場所を変更する場合や、バス待合場が不要となった場合を考慮し、移
設、再活用が可能なドライコンテナを選んだ。

 歳出終了。
 総括質疑なし。
 令和6年度別海町一般会計補正予算の質疑終了。
休憩　10時58分
11時06分　再開
 令和6年度別海町介護保険特別会計補正予算
 歳入　区分項ごとに審査する。
 歳入質疑なし。

委員 11番 今西

総合政策課長 松本

委員 2番 吉田

保健生活部次長 千葉

委員 2番 吉田

委員長 8番 田村
委員長 8番 田村
保健生活部長 小川

委員 10番 外山

学校教育課長 池田

委員 10番 外山
学校教育課長 池田

委員長 8番 田村
委員長 8番 田村
委員長 8番 田村
委員長 8番 田村
委員長 8番 田村
委員長 8番 田村

委員長 8番 田村
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 歳出　区分項ごとに審査する。
 歳出質疑なし。
 総括質疑なし。
 令和6年度別海町介護保険特別会計補正予算の質疑終了。
 令和6年度町立別海病院事業会計補正予算
 歳入　区分項ごとに審査する。
 歳入質疑なし。
 歳出　区分項ごとに審査する。
 歳出質疑なし。
 総括質疑なし。
 令和6年度町立別海病院事業会計補正予算の質疑終了。
 令和6年度別海町水道事業会計補正予算
 歳入　区分項ごとに審査する。
 歳入質疑なし。
 歳出　区分項ごとに審査する。
 歳出質疑なし。
 総括質疑なし。
 令和6年度別海町水道事業会計補正予算の質疑終了。
 令和6年度別海町下水道等事業会計補正予算
 歳入　区分項ごとに審査する。
 歳入質疑なし。
 歳出　区分項ごとに審査する。
 歳出質疑なし。
 総括質疑なし。
 令和6年度別海町下水道等事業会計補正予算の質疑終了。
 各会計補正予算討論・採決

討論なし。
採決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第59号　原案可決
 令和6年度別海町介護保険特別会計補正予算（第1号）（町長提出議案第60号）

討論なし。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第60号　原案可決
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委員長 8番 田村
委員長 8番 田村  令和6年度別海町一般会計補正予算（第2号）（町長提出議案第59号）
委員長 8番 田村
委員長 8番 田村

賛成
反対

委員長 8番 田村
委員長 8番 田村
委員長 8番 田村
委員長 8番 田村 採決

異議なし
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 令和6年度町立別海病院事業会計補正予算（第1号）（町長提出議案第61号）

討論なし。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第61号　原案可決
 令和6年度別海町水道事業会計補正予算（第1号）（町長提出議案第62号）

討論なし。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第62号　原案可決
 令和6年度別海町下水道等事業会計補正予算（第1号）（町長提出議案第63号）

討論なし。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第63号　原案可決
 閉会挨拶
 閉会　11:15
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委員長 8番 田村 採決

異議なし
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